
華
や

か
に

 笑
顔

の
花

咲
く

 晴
れ

姿
椎

葉
村

成
人

式
（

平
成

2
1

年
１

月
４

日
撮

影
）

2広
報

2009  FEBRU
A

RY

N
o

.664

笑
顔
でピー
ス
♪



一
年
の
息
災
を
願
う 

一
斉
放
水

▲新規導入。分列行進で披
ひ

露
ろう

された軽トラック型
の小型ポンプ積載車

火点は高さ30ｍのメタセコイヤの木。小型ポンプ操法隊４隊による一斉放水
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寒
さ
吹
き
飛
ぶ 

機
敏
な
動
き

　

１
月
６
日
、
新
春
の
恒
例
行
事
「
消
防
出で

初ぞ
め

式し
き

」
が
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
椎
葉
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
団
員
や
来
賓
、
応

援
者
な
ど
、多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ま
ず
本
年
度
の
新
入
団
者
10
人

に
対
し
て
辞
令
を
交
付
。
そ
の
後
各
部
に
よ

る
一
般
操
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
隊
４
隊
に

よ
る
一
斉
放
水
、
全
団
員
に
よ
る
分
列
行
進

が
実
施
さ
れ
、
閉
会
式
で
は
表
彰
状
の
授
与

と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
消
防
団
員
数
は
２
９
１
人
。
20
年

間
で
約
２
０
０
人
の
団
員
が
減
少
す
る
中
、

村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

消
防
出
初
式

平
成
21
年 
椎
葉
村
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▶
一
般
操
練
で
優
勝
し
た
本
部

　

団
員
を
整
列
さ
せ
る
甲
斐
愼
二
部
長

一
般
操
練
審
査
結
果

優　

勝　

本　

部
（
上
椎
葉
）

第
２
位　

第
７
部
（
大
河
内
）

第
３
位　

第
11
部
（
尾　

前
）

【
宮
崎
県
知
事
表
彰
】

（
７
部
）
椎
葉 

賢
二

（
12
部
）
岡
村 

正
司

【
県
協
会
長
表
彰
功
績
章
】

（
本
部
）
甲
斐 
愼
二

（
11
部
）
尾
前 

幸
男

【
県
協
会
長
表
彰
精
績
章
】

（
本
部
）
椎
葉 

一
也

（
２
部
）
那
須 

辰
則

（
６
部
）
久
間 

靖
幸

（
７
部
）
黒
木 

誠
志

（
10
部
）
藏
座 

元
弘

（
11
部
）
尾
前 

賢
了

【
県
協
会
長
特
別
表
彰
】

【
村
長
特
別
表
彰
】

※
親
子
団
員

（
６
部
）
那
須 

明
浩

　
　
　
　

那
須 

貴
幸

※
兄
弟
団
員
（
２
組
）

（
10
部
）
椎
葉 

智
成

　
　
　
　

椎
葉 

公
之

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

副
団
長 

椎
葉 

信
紘

【
日
本
消
防
協
会
長
勤
続
章
】

※
30
年
以
上

（
３
部
）
甲
斐 　
浩

（
３
部
）
荒
竹 

和
久

（
６
部
）
椎
葉 

利
徳

（
７
部
）
椎
葉 

賢
二

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

※
竿
頭
綬

　

椎
葉
村
消
防
団

■
各
部
の
担
当
地
区

本　

部
（
上
椎
葉
）

第
１
部（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

第
２
部（
上
椎
葉
・
栂
尾
）

第
３
部
（
松
尾
日
当
）

第
４
部
（
尾
八
重
）

第
５
部
（
小　

崎
）

第
６
部
（
不
土
野
）

第
７
部
（
大
河
内
）

第
10
部
（
向　

山
）

第
11
部
（
尾　

前
）

第
12
部
（
松
尾
日
添
）

（
５
部
）
小
田 

道
也

（
６
部
）
椎
葉 

利
徳

（
６
部
）
那
須 

隆
信

（
７
部
）
椎
葉 

賢
二

（
７
部
）
谷
川 

修
二

（
10
部
）
椎
葉 

雅
孝

（
10
部
）
甲
斐 

靖
彦

（
12
部
）
椎
葉 　
啓

（
12
部
）
松
岡 

一
市

（
12
部
）
荒
竹 

義
広

【
新
入
団
員
】

（
本
部
）
那
須 

雄
次

（
１
部
）
那
須 

正
光

（
２
部
）
岡
村 

洋
二

（
３
部
）
山
本 

敦
志

（
６
部
）
椎
葉 

誠
二

（
６
部
）
那
須 

貴
幸

（
６
部
）
那
須 

浩
史

（
６
部
）
椎
葉 

栄
一

（
７
部
）
阪
本 

健
太

（
10
部
）
椎
葉 　
浩

宮
崎
県
消
防
大
会
表
彰
者

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

　

副
団
長 

椎
葉 

吉
人

（
10
部
）
椎
葉 

祐
作

（
11
部
）
尾
前 

徳
彦

（
11
部
）
尾
前
雄
次
郎

【
消
防
団
長
特
別
表
彰
】

※
ラ
ッ
パ
隊
員

（
12
部
）
椎
葉 

文
明

（
10
部
）
椎
葉 

貴
幸

（
５
部
）
中
瀬 　
裕

【
日
向
支
部
長
感
謝
状
】

　
那
須　

稔 

前
消
防
主
任

【
村
長
感
謝
状
】

※
退
団
者

（
本
部
）
橋
本 

浩
美

（
本
部
）
椎
葉 

智
幸

（
１
部
）
椎
葉 

秀
巳

（
１
部
）
那
須 

三
男

（
２
部
）
山
中 

敬
二

（
２
部
）
那
須 

和
男

（
２
部
）
那
須 

留
治

（
３
部
）
甲
斐 　
浩

（
３
部
）
荒
竹 

和
久

（
５
部
）
黒
木 

孝
文

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

（
７
部
）
椎
葉
今
朝
志

　
　
　
　

岩
崎 

一
道

　
　
　
　

椎
葉 

隆
博

　
　
　
　

梅
北 

実
利

※
日
向
支
部
大
会
出
場

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

（
２
部
）
植
村 

克
彦

　
　
　
　

椎
葉 

裕
一

　
　
　
　

山
中 

和
博

　
　
　
　

尾
前 

高
俊

（
11
部
）
尾
前 

一
成

　
　
　
　

椎
葉 

誠
也

　
　
　
　

尾
前
孝
一
郎

　
　
　
　

尾
前 

義
文

【
消
防
団
長
表
彰
】

（
２
部
）
椎
葉 
博
信

（
２
部
）
山
中
憲
太
郎

（
３
部
）
甲
斐 

睦
宏

（
５
部
）
右
田 

直
行

（
７
部
）
甲
斐 

吉
一

（
10
部
）
椎
葉 

辰
徳

（
10
部
）
椎
葉 

基
晴

　
　
　
　

椎
葉 

真
丈

　
　
　
　

甲
斐 

喜
徳

※
内
助
の
功

　
　
　

椎
葉 

豊
香 

様

（
椎
葉
賢
二 

７
部
長
夫
人
）

【
日
向
支
部
長
表
彰
】

（
本
部
）
黒
木 

尚
道

（
本
部
）
椎
葉 

智
幸

（
１
部
）
那
須 

利
美

（
２
部
）
甲
斐 　
浩

（
２
部
）
椎
葉 

健
吾

（
３
部
）
黒
木 

治
実

（
５
部
）
右
田 

茂
明

（
５
部
）
小
田 

道
也

（
７
部
）
椎
葉 　
誠

（
10
部
）
椎
葉 

広
典

（
11
部
）
尾
前 

一
成

【
日
向
支
部
長
優
良
部
表
彰
】

　

第
７
部

【
村
長
表
彰
】

（
１
部
）
那
須 

三
男

（
１
部
）
那
須 

幸
成

（
１
部
）
栩
川 　
稔

（
２
部
）
尾
前 

高
俊

（
５
部
）
中
瀬 

秀
樹

（
７
部
）
椎
葉 

知
憲

（
10
部
）
椎
葉 

太
志

【
村
長
特
別
表
彰
】

※
宮
崎
県
大
会
出
場

※
日
向
支
部
大
会
出
場

各
種
表
彰
受
章
者

▲兄弟３人が入団。表彰を受けた
椎葉基晴、椎葉真丈、甲斐喜徳 
団員（10部）

▲新入団員の宣誓を行った
　椎葉誠二 団員（６部）



成
人
と
し
て
の
決
意
新
た
に

  

新
成
人 

大
人
へ
の
仲
間
入
り

　

晴
れ
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新

成
人
。
１
月
４
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
平
成

21
年
椎
葉
村
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
成
人
証
書
が
代
表
者
へ
授
与
さ
れ
た
ほ

か
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
服は

っ

部と
り

赳た
け

志し

さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
落
語
家
の
林は

や
し

家や

花は
な

丸ま
る

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
23
人
、

女
性
21
人
の
計
44
人
。
式
に
は
42
人
が
参
加
し
、
旧

友
ら
と
共
に
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

▲椎葉晃充村長が新成人代表の
　椎葉智

さと

子
こ

さん（佐礼住宅）へ
　成人証書と記念品を授与

新成人 44人

全国 １３３万人

photo：甲斐写真館
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成人を迎えた皆さんの、
二十歳の誓い、抱負、願い。
何でも　ひと言、どうぞ。

椎葉 綾
あ や

 さん  尾八重（横野）　 椎葉 結
ゆ い

 さん  尾八重（横野）

椎葉 茉
ま

莉
り

恵
え

 さん  大河内（本郷）

那須厚
こ う

祐
す け

 さん  仲塔（奥村上）　 那須幸
こう

二
じ

 さん  鹿野遊（大久保）

那須沙
さ

織
お り

 さん  鹿野遊（十根川）

田
たのうえ

上武
た け

人
と

 さん
 上椎葉（佐礼住宅）

中瀬 京
みやこ

 さん 小崎（竹の枝尾日当）　 　右田圭
けい

世
せい

 さん  小崎（川の口）

　中瀬千
ち ひ ろ

寿 さん  小崎（竹の枝尾日当）　 甲斐 信
まこと

 さん  小崎（雨木）

健
康
で
い
ら
れ

ま
す
よ
う
に

お
金
が
貯
ま
り

ま
す
よ
う
に

早く結婚できま
すように

橋本俊
と し

和
かず

 さん
上椎葉（上椎葉上２）

初
心
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
ま
す

責任ある行動を
とります

岡村拓
た く

尭
の り

 さん
松尾（新下松尾）

甲斐悠
ゆ う

矢
や

 さん
松尾（岩屋戸上）

目標に向かい 大学
で資格を取ります

仕
事
を
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す

う
れ
し
い
で
す 

頑
張
り
ま
す

責任ある行動を
心がけます

向上心を大事に
します お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん 

あ
り
が
と
う

４月から仕事を
頑張ります 幸

せ
な
家
庭
を

築
き
ま
す

椎葉力
り き

矢
や

 さん
 尾向（追手納）

椎葉 猛
たけし

 さん
尾向（向山日添）

昨日の自分を
超える大人に！ 今

年
か
ら
社
会
人 

負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す

成人、おめでとう。

� Public Relations of  SHIIBA 2009（H21）２月号

取材にご協力いただきありがとうございます。掲載写真はプレゼントいたします。（役場 広報係・
☎67-3203まで）　なお、当日のスナップ写真は甲斐写真館（上椎葉・67-2056）で購入で
きますので、ぜひお問い合わせください。
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「猪
しし

肉
にく

」と「里
さと

芋
いも

」健康
レシピ

「猪肉入り里芋コロッケ」 猪　肉　　　500g
里　芋　　　500g
生しいたけ　４枚
人　参　　　小１本
ニンニク　　２〜３片
塩少々

⑮

【栄養成分】※１ヶ分　エネルギー：285kcal 

たんぱく質：11.8ｇ　脂質：18.8ｇ　塩分：0.4ｇ 

　冷凍庫の中に眠ったままの猪肉はありませんか？ 
今回のレシピは美味しく食べてダイエットしたい人
におすすめ！！ 猪肉は豚肉に比べて 10％のカロリー
ダウン、里芋はジャガイモに比べて 25％のカロリー
ダウンが期待されます。しかも代謝を助けてくれる
ビタミンＢ群がたっぷりです。

◆つくり方

① 猪肉は薄切りにして、すり下ろしたニンニクと一緒に鍋に入れ、ひた

ひたの水で火が通るまで茹
ゆ

でる（途中こまめにアクをとる）。火を止

めたらゆで汁の中で冷まし、取り上げて水気をきっておく。

② 里芋は柔らかく茹でて皮を剥
む

き、塩少 を々振ってよく潰
つぶ

しておく。

③ ①の猪肉、生しいたけ・人参をそれぞれフードプロセッサーでみじん

切りにし、１カップの水と調味料（薄口醤油・酒）で水分がなくなる

まで炊きしめる。

④ ②と③を混ぜ合わせ、一口大の大きさに丸める。

⑤ ④に小麦粉・卵・パン粉の順に衣をまぶし、180℃の油でカリッと揚げる。

◆材料（10ヶ分）

猪肉･鹿肉料理の部【最優秀賞】作品特産品コンテスト椎葉平家まつり2008

里
芋
が
サ
ク
サ
ク
し
て

猪
肉
と
も

良
く
合
う
よ
！

椎葉 サダメ さん

尾向（追手納）

調味料（薄口醤油・酒各少々）
ころも（パン粉適量・小麦粉適量・卵２個）
揚げ油（サラダ油）適量

  

案
内
板
が
お
出
迎
え

　

昭
和
60
年
に
椎
葉
村
と
諸
塚
村
の
村
境

に
建
て
ら
れ
た
「
椎
葉
門
」。
長
年
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
に
撤

去
さ
れ
、
新
た
に
案
内
板
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
高
さ
は
約
５
ｍ
。
日
向
方
面
か
ら

見
る
と
「
よ
う
こ
そ
」
裏
に
は
「
ま
た
ど

う
ぞ
」
の
文
字
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
掲
示

さ
れ
、
み
な
さ
ん
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
家
本
陣
（
那
須
橋
）
の
駐
車

場
に
は
鶴
富
姫
と
那
須
大
八
郎
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▶
宮
崎
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が
設
置

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
伝
説
や
神
話

に
ち
な
ん
だ
も
の
が
、
３
ヶ
年
計
画

で
ひ
む
か
神
話
街
道
沿
線
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
ま
す
。

よ
う
こ
そ

　
　

椎
葉
へ
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椎葉
晃充
村長の

１月の
動き▲新春賀詞交歓会で年頭あいさつ

　（８日）

４
日　

成
人
式

５
日　

仕
事
始
式
・
庁
議

６
日　

消
防
出
初
式

８
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会

９
日　

県
町
村
会
役
員
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

子
牛
セ
リ
市
（
延
岡
市
）

13
日　

県
国
土
調
査
事
業
推
進

　
　
　
　

50
周
年
大
会
（
宮
崎
市
）

16
日　

人
づ
く
り･

地
域
づ
く
り

　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
宮
崎
市
）

17
日　

わ
け
も
ん
の
主
張
（
宮
崎
市
）

19
日　

区
長･

公
民
館
長
会

20
日　

県
水
源
林
造
林
協
議
会

　
　
　
　

役
員
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

防
災
講
演
会 

講
師
（
日
向
市
）

26
日　

当
初
予
算
査
定
（
〜
28
日
）

29
日　

宮
崎
県
東
京
事
務
所 

　
　
　
　

協
議･

意
見
交
換
（
東
京
都
）

30
日　

全
国
町
村
会
定
期
総
会
・

　
　
　
　

九
州
自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

協
議
会
（
〜
31
・
東
京
都
）

むらのできごと

椎
葉
村
教
育
委
員
に

　

黒
木
孝
文
さ
ん
を
選
任

　

教
育
委
員
の
椎
葉
政
明
さ
ん（
53
歳
・

本
郷
）
の
退
任
に
と
も
な
い
、
新
教
育

委
員
と
し
て
黒
木
孝
文
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
20
年
12
月
22

日
か
ら
の
４
年
間
で
、
今
後
、
村
の
教

育
行
政
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

教
育
委
員
会
と
は

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
を
含
む

５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
執
行
機
関
で

す
。
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
村
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
事

務
局
は
、
こ
の
機
関
の
意
思
決
定
を
補

助
す
る
た
め
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
を
処
理

す
る
た
め
、毎
月
一
回
定
例
会
を
開
き
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
関
す
る
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

黒木 孝
た か

文
ふ み

 さん （47歳）
小崎（川の口）

神
楽
の
貴
重
な
映
像
記
録

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
よ
み
が
え
る

米
田
さ
ん
が
村
へ
寄
贈

　

村
内
各
地
の
神
楽
や
祭
り
を
記
録
し

た
映
像
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
96
本
に
収
め
ら
れ
、

椎
葉
村
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
15
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
米よ

ね

田だ

泰や
す

啓ひ
ろ

（
享
年
66
歳
・
岩
屋
戸
上
）
さ
ん

が
、平
成
元
年
か
ら
平
成
10
年
に
か
け
、

延
岡
市
の
中な

か

嶽た
け

輝て
る

美み

さ
ん
と
共
に
撮
影

さ
れ
た
貴
重
な
も
の
。
米
田
さ
ん
の
親

友
で
ビ
デ
オ
制
作
業
を
営
む
百

ひ
ゃ
く

市い
ち

睦む
つ

男お

さ
ん
（
宮
崎
市
）
の
手
に
よ
っ
て
よ
み

が
え
り
、
妻
の
米
田
五さ

つ
き月

さ
ん
へ
贈
ら

れ
、
そ
の
ま
ま
椎
葉
村
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
村
で
は
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貴
重
な

記
録
映
像
と
し
て
、
大
切
に
管
理
し
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
労
苦
と
ご
厚
意
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

▲数多くの貴重な映像を残し
てこられた故 米田泰啓さん

▲DVDを寄贈していただいたみなさん。左から百市睦男さん、
米田五月さん、中嶽輝美さん（12月12日・村長室）
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県
内
の
若
者
が
政
治
や
選
挙
に
対
し

て
の
意
見
を
発
表
す
る
大
会
「
わ
け
も

ん
の
主
張
」（
県
内
７
地
区
で
開
催
）。

11
月
29
日
に
延
岡
市
で
開
か
れ
た
東
臼

杵
支
会
大
会
（
延
岡
市
・
日
向
市
・
門

川
町
・
美
郷
町
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
）

に
は
、
椎
葉
村
か
ら
Ｊ
Ａ
日
向
椎
葉
支

店
に
勤
務
す
る
井い

手で 

三み

緒お

さ
ん
（
20

歳
・
上
椎
葉
下
１
）
が
村
の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

井
手
さ
ん
は
、農
業
や
食
の
大
切
さ
、

多
く
の
出
会
い
の
中
で
感
じ
た
思
い
な

ど
を
発
表
。
審
査
の
結
果
、
見
事
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
１
月
17
日
に
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
地
区
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

▲成人式で新有権者意見発
表を行った井手三緒さん

　（１月４日・開発センター）

出
会
え
た
こ
と
に
感
謝

人
が
出
会
う
の
は

偶
然
じ
ゃ
な
い
！

 

新
有
権
者
と
し
て

　

井い

手で 

三み

緒お　

　
「
こ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
た
ら
借
金
が

増
え
て
地
獄
、
仕
事
を
や
め
た
ら
全
財
産

が
な
く
な
り
地
獄
。
早
く
亡
く
な
っ
た
夫

が
幸
せ
に
思
え
る
。」

　

つ
い
先
日
見
か
け
た
、
あ
る
酪
農
農
家

の
方
の
新
聞
記
事
で
す
。
普
段
は
新
聞
な

ん
て
少
し
し
か
目
を
通
さ
な
い
の
に
、
こ
の

記
事
は
何
度
も
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
Ｊ
Ａ
日
向
椎
葉
支
店
に
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
農
業
協
同
組
合
と
い
う

こ
と
で
、
農
家
の
方
々
と
接
す
る
機
会
は

多
い
の
で
す
が
、
こ
の
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
資
材
高
・
肥
料
高
の
影
響
に
あ
ま
り

気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
家
の
方

の
現
状
を
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
、
私
は
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

日
本
は
先
進
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
す
ば
ら
し
い
技
術
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
資
源
や
食
料
は
ご
く
わ
ず
か
で
、

他
の
国
に
頼
ら
な
い
と
生
活
な
ん
て
で
き

ま
せ
ん
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
約
40
％

で
、
先
進
国
の
中
で
は
大
変
低
い
自
給
率

な
の
だ
そ
う
で
す
。
椎
葉
村
で
も
、
高
齢

化
に
よ
る
農
業
者
の
減
少
、
後
継
者
不
足

に
よ
っ
て
農
業
に
従
事
す
る
人
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
安
い
外
国
産
農
産
物

を
輸
入
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
、
自
給

率
低
下
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
輸

入
品
が
増
え
、
汚
染
米
問
題
や
食
品
偽
造

問
題
が
起
き
ま
し
た
。
安
心
・
安
全
な
も

の
を
消
費
者
に
提
供
す
る
た
め
に
も
、
食

料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
日
本
国

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
政
策
が

こ
れ
か
ら
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
た
ち
の
意
見
を
反
映
す
る

の
が
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
選
ん
だ
地
方

議
員
、
県
議
会
議
員
、
国
会
議
員
の
方
々

に
願
い
を
託
し
、
一
票
を
投
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
も
選
挙
権
を
持
ち
、
選

挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
投
票
を
す
る
機
会
は
一
度
も
な
い

の
で
す
が
、
日
本
が
生
活
面
で
も
政
治
面

で
も
す
ば
ら
し
い
国
に
な
る
よ
う
、
私
も

必
ず
選
挙
に
参
加
し
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
変
え
る
一
票
で
す
。
現
在
の

社
会
情
勢
に
目
を
向
け
て
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
一
票
の
重
さ
を
自
覚
し
、
私
た
ち

の
手
で
よ
り
よ
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
一

丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
が
椎
葉
村
に
生
ま
れ
、
20
年
が
経
ち

ま
し
た
。
椎
葉
村
の
美
し
い
自
然
も
雄
大

な
山
々
も
、
そ
し
て
心
優
し
い
村
民
の
皆

様
も
、
す
べ
て
私
の
宝
物
で
す
。
私
は
仕

事
が
終
わ
っ
た
後
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
や
ミ
ニ

テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た

り
、
地
元
の
青
年
会
の
活
動
に
参
加
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
日
々
新
し
い
出
会
い
に

感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

　

あ
る
日
、
た
ま
た
ま
仕
事
で
一
緒
に
食

事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
お
客
様
に
、「
人

が
出
会
う
の
は
偶
然
じ
ゃ
な
い
。
縁
が
あ

る
か
ら
。
そ
の
縁
を
大
切
に
し
な
さ
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
Ｊ
Ａ
で
仕
事
を

し
て
い
な
け
れ
ば
、
農
家
の
方
と
お
話

す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
私
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
な
け
れ
ば
、
年
配
の
方
々
と
ス
ポ
ー
ツ

の
話
題
で
、
あ
ん
な
に
盛
り
上
が
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
が
青
年
会
に

入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
同
じ
世
代
の
人
た

ち
と
交
流
す
る
機
会
は
き
っ
と
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
今
ま
で
一
度
も
「
縁
」
な
ん

て
考
え
な
か
っ
た
私
が
、
最
近
で
は
こ
の

小
さ
な
縁
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
の
縁
を
、
人
と
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
、
そ
し
て
出
会
え
た
こ
と

に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
日
こ
う
し
て
会
場
の
皆
様

と
出
会
え
た
の
も
何
か
の
縁
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
と
の
縁
が
、
こ
の
新
有

権
者
と
し
て
の
発
表
が
、
明
る
い
未
来
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」

東
臼
杵
支
会
大
会  

最
優
秀
賞



Public Relations of  SHIIBA � 2009（H21）２月号

岩
井
戸
の
オ
ト
ウ
山
※
⑨
に
埋
め
ら
れ
た
ち
ゅ

う
。
そ
ん
時
に
ゃ
あ
、
話
を
聞
い
た
椎
葉
千
軒
の

人
た
ち
が
、
埋
め
ら
れ
た
遺
骨
の
周
り
に
盛
る

た
め
ぇ
、
各
家
に
あ
る
一
番
え
え
土
を
持
ち
寄
っ

て
集
ま
っ
て
来
た
げ
な
。
墓
石
も
建
て
ら
れ
、
後

に
は
小
姓
の
墓
も
そ
の
横
に
建
て
ら
れ
た
と
ち
ゅ

う
。
け
ん
ど
、
相
良
藩
の
命
令
で
那
須
孫
兵
衛

が
十じ

ゅ
う

里り

四し

方ほ
う

所と
こ
ろ

払ば
ら
い

の
刑
に
お
う
て
、
住
所
氏
名

が
消
さ
れ
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
誰

も
知
る
者
が
お
ら
ん
ご
と
な
っ
た
ち
ゅ
う
話
。

　
（
聞
き
手
：
松
岡 

正
社
・
山
中 

耕
作
）

※
① 

あ
ば
け
ん
し
こ 

＝ 

た
く
さ
ん
、
数
多
く

※
② 

一
尺
を
超
ゆ
る 

＝ 

30
㎝
以
上

※
③ 

鮎
の
漬
け
汁 

＝ 

鮎
を
塩
漬
け
し
た
後
の

汁
。
今
で
い
う
と
鮎
の
塩
辛
の
よ
う
な

物
だ
っ
た
と
い
う
。

※
④ 

飯
の
せ
ぇ 

＝ 

ご
飯
の
お
か
ず

※
⑤ 

す
っ
た
り
だ
れ
ち
ょ
っ
た 

＝ 

す
っ
か
り

疲
れ
き
っ
て
い
た
。
困
り
果
て
て
い
た
。

※
⑥ 

小
役
人 

＝ 

そ
の
当
時
、
各
集
落
の
年
貢

を
収
納
さ
せ
る
役
で
相
良
藩
と
村
と
の

調
整
役
だ
っ
た
と
い
う
。

※
⑦ 

小
姓 

＝ 

家
来
で
雑
用
を
務
め
る
人

※
⑧ 

追
い
か
き
ょ
う 

＝ 

追
い
か
け
よ
う

※
⑨ 

オ
ト
ウ
山 

＝ 

旧
岩
屋
戸
集
落
の
東
側

に
位
置
し
、
耳
川
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し

た
急
斜
面
で
小
高
い
丘
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
頂
上
は
松
尾
の
各
集
落
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
る
眺
望
の
良
い
場
所
。
現

在
、
墓
は
国
道
の
バ
イ
パ
ス
工
事
に
よ

り
少
し
離
れ
た
場
所
に
移
さ
れ
た
が
、

甲
斐
直
氏
や
家
族
に
よ
り
大
切
に
守
ら

れ
て
い
る
。（
写
真
参
照
）

屋
で
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
晩
飯
を
待
っ
ち
ょ
っ
た

な
ら
、
相
良
藩
の
使
い
の
者
が
や
っ
て
来
て
「
孫

兵
衛
ご
苦
労
じ
ゃ
っ
た
。
帰
り
も
長
旅
じ
ゃ
か

ら
今
夜
の
ご
馳
走
を
少
し
ば
か
り
差
し
入
れ
る
」

ち
ゅ
う
て
言
い
残の

け

ぇ
て
か
ら
、
早
々
と
引
き
上

げ
た
げ
な
。
孫
兵
衛
は
お
礼
は
言
う
た
げ
な
け

ん
ど
、
妙
な
予
感
が
し
ち
ょ
っ
た
。
飛
び
越
え

て
幕
府
に
直
訴
し
た
以
上
は
、
た
だ
じ
ゃ
あ
済

ま
さ
れ
ん
ど
う
。
裁
判
は
終
わ
っ
た
け
ん
ど
、

自
分
は
藩
の
下
っ
ぱ
の
役
人
じ
ゃ
か
ら
何
か
の

処
罰
は
受
く
る
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
と
思
う
ち
ょ
っ

た
。
孫
兵
衛
は
そ
の
晩
飯
を
食た

ぶ
る
前
ぇ
、
脇

に
置
い
ち
ょ
う
る
短
刀
を
取
り
出
し
て
、
そ

の
刀
の
柄つ

か

に
付
い
ち
ょ
っ
た
金
の
部
分
を
削
り

取
っ
て
口
に
飲
み
込
う
だ
。
こ
れ
は
解
毒
剤
の

つ
も
り
で
、
飯
を
食
た
後
も
同
じ
ご
と
し
た
げ

な
。
そ
う
し
て
小
姓
に
は
宿
の
料
理
し
か
食
わ

せ
ん
か
っ
た
げ
な
。
孫
兵
衛
は
一い

っ
と
き時
経
っ
て
か
ら

小
姓
に
「
今
頃
椎
葉
山
じ
ゃ
あ
早は

よ

う
帰
っ
て
来

る
と
を
首
を
長な

ご

う
し
て
待
っ
ち
ょ
っ
じ
ゃ
ろ
う
。

今
日
の
評
定
所
の
こ
と
は
絶
対
に
皆
に
知
ら
せ

に
ゃ
あ
な
ら
ん
け
ん
ど
、
も
う
俺
は
生
き
て
帰

れ
ん
か
も
し
れ
ん
。
そ
れ
で
お
前
は
、
ど
ん
げ

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
生
き
て
帰
っ
て
村
の
者
に

伝
え
て
く
れ
ぇ
。」
ち
ゅ
う
て
頼た

の

う
だ
げ
な
。

　

明
く
る
朝
、
二
人
は
ま
あ
だ
暗
い
う
ち
に
宿

を
出
て
、
箱
根
の
峠
に
さ
し
か
か
っ
た
。
あ
ん

ま
り
急
い
で
来
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
喉
が
渇か

う

ぇ

て
、
茶
屋
で
一
服
す
る
こ
て
ぇ
し
た
。
茶
屋

で
女
中
が
差
し
出
し
た
お
茶
が
う
ま
そ
う
な

ご
た
っ
て
、
孫
兵
衛
は
小
姓
が
口
に
す
る
よ

り
も
先
に
一
気
に
飲
み
ほ
し
た
げ
な
。
し
た
な

ら
、
孫
兵
衛
は
首
を
押
さ
え
な
が
ら
倒
れ
て
、

血
を
吐
い
て
動
か
ん
ご
と
な
っ
た
げ
な
。
毒
殺

じ
ゃ
っ
た
。
小
姓
は
慌
て
て
茶
屋
の
外
に
飛
び

出
し
た
な
ら
、
先
の
坂
道
を
か
け
下
り
る
武
士

が
見
え
た
ち
ゅ
う
。
小
姓
は
追
い
か
き
ょ
う
※

⑧
と
思
う
た
げ
な
け
ん
ど
、
逆
に
や
ら
る
る
か

も
し
れ
ん
。
そ
う
し
た
な
ら
村
に
伝
ゆ
る
者
は

誰
も
お
ら
ん
ご
と
な
る
と
思
い
直な

う

ぇ
て
、
孫
兵

衛
の
首
を
持
っ
て
椎
葉
山
に
向
こ
う
た
げ
な
。

　

江
戸
の
話
は
小
姓
が
戻
っ
て
来
て
、
村
中
に
す

ぐ
伝
わ
っ
た
げ
な
。
そ
う
し
て
孫
兵
衛
の
遺
骨
は

を
し
ち
ょ
っ
た
那
須
孫
兵
衛
ち
ゅ
う
者
じ
ゃ
っ
た

ち
ゅ
う
。
孫
兵
衛
は
、
椎
葉
の
険
し
い
山
の
中
の

僅わ
ず

か
ば
か
り
の
畑
で
獲
れ
た
作
物
と
い
っ
ぺ
ん
に

鮎
ま
で
も
取
り
上
ぐ
る
藩
の
命
令
に
悩
み
な
が

ら
、
村
中
を
回
っ
て
ど
こ
も
苦
し
さ
は
変
わ
ら
ん

こ
と
を
知
っ
て
、
と
う
と
う
決
心
し
て
そ
の
実
情

を
ま
と
め
て
藩
に
訴
え
た
げ
な
。
け
ん
ど
、
藩

は
取
り
合
わ
ん
で
す
ぐ
に
取
り
下
げ
た
ち
ゅ
う
。

　

孫
兵
衛
は
初
め
か
ら
そ
れ
を
承
知
し
ち
ょ
っ

た
と
か
、
次
の
策
も
考
え
ち
ょ
っ
た
げ
な
。
そ

れ
は
江
戸
に
直じ

き

訴そ

す
る
ち
ゅ
う
こ
と
で
、
相
良

藩
も
止や

め
さ
し
ょ
う
と
し
た
け
ん
ど
、
孫
兵

衛
が
す
ぐ
手
を
打
っ
ち
ょ
っ
た
げ
な
。
藩
の
方

は
幕
府
が
取
り
上
ぐ
る
筈は

ず

は
ね
ぇ
と
み
ち
ょ
っ

た
げ
な
け
ん
ど
、
幕
府
は
双
方
と
も
を
評
定

所
に
呼
う
で
話
を
聴
い
た
ち
ゅ
う
。
そ
こ
じ
ゃ

あ
、
相
良
藩
の
家
老
と
孫
兵
衛
の
対
決
じ
ゃ
っ

た
ち
ゅ
う
が
、
元も

と

々も
と

評
定
所
と
口
裏
を
合
わ
せ

ち
ょ
っ
た
と
か
、
裁
判
は
孫
兵
衛
の
い
ろ
い
ろ

な
訴
え
も
相
良
藩
び
い
き
で
進
う
だ
げ
な
。
け

ん
ど
孫
兵
衛
が
最
後
の
訴
え
で
「
相
良
藩
主

は
鮎
の
漬
け
汁
ま
で
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
」

ち
ゅ
う
て
申
し
上
げ
た
な
ら
、
家
老
も
急
所
を

つ
か
れ
た
ご
と
狼う

ろ
た狽
え
て
す
ぐ
に
ゃ
あ
答
え
ら

れ
じ
ぃ
、そ
れ
で
評
定
所
は
こ
の
こ
と
だ
け
「
好

ま
し
く
な
い
」
ち
ゅ
う
て
判
断
し
た
げ
な
。
裁

判
全
体
じ
ゃ
あ
負
け
た
け
ん
ど
「
鮎
の
漬
け
汁

を
取
っ
て
ま
で
百
姓
を
苦
し
め
ち
ょ
う
る
」ち
ゅ

う
藩
政
の
ひ
ど
さ
が
皆
に
知
れ
て
、
認
め
ら
れ

た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
孫
兵
衛
は
喜よ

ろ
こ
う
だ
げ
な
。

　

孫
兵
衛
は
そ
の
裁
判
の
判
決
を
書
い
ち
ょ
う

る
書
状
を
一
刻
も
早
う
椎
葉
に
届
け
た
か
っ
た

け
ん
ど
、
裁
判
の
最
後
の
日
は
遅お

そ

う
ま
で
か
か
っ

て
だ
れ
ち
ょ
っ
た
か
ら
、
連
れ
て
来き

ち
ょ
っ
た
小こ

姓し
ょ
う※
⑦
と
共と

め

ぇ
、
一
晩
宿
屋
に
泊
ま
っ
て
か
ら
明

く
る
朝
に
江
戸
を
出
る
ご
と
し
た
ち
ゅ
う
。
宿

　

昔
、
ダ
ム
が
で
く
る
前
の
耳
川
に
ゃ
あ
、
あ

ば
け
ん
し
こ
※
①
い
ろ
い
ろ
な
魚
が
お
っ
た
げ

な
。
中
で
も
、
松
尾
の
鮎
は
太ふ

と

う
し
て
秋
頃
に

な
る
と
一
尺
を
超
ゆ
る
※
②
ほ
ど
大
け
な
か
っ
た

げ
な
。
じ
ゃ
か
ら
松
尾
に
は
、
今
の 

竹た
け

の
八は

重え

、

旧き
ゅ
う

岩い
わ

屋や

戸ど

の
下
、
春は

る

の
三
箇
所
に
鮎
や
な
が
あ
っ

て
、
え
ら
い
な
ほ
ど
穫と

れ
よ
っ
た
ち
ゅ
う
。
昔

は
作
物
が
不
作
で
ど
ん
げ
ぇ
貧
乏
し
て
も
、
こ

の
川
で
エ
ノ
ハ
や
ら
鮎
や
ら
が
穫
れ
よ
っ
た
か

ら
飢
え
を
し
の
ぐ
こ
と
が
出
来
よ
っ
た
ち
ゅ
う
。

　

そ
の
頃
、
椎
葉
を
支
配
し
ち
ょ
っ
た
人
吉
の

相さ
が
ら良
藩は

ん

は
、
そ
れ
を
知
っ
て
作
物
と
一
緒
に
鮎
も

年
貢
と
し
て
納
め
さ
せ
た
ち
ゅ
う
。
あ
ん
ま
り

立
派
な
鮎
が
穫
る
る
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
相
良
藩

は
鮎
や
な
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
鮎
を
村
の
者

に
は
一
匹
も
食
わ
せ
ん
ご
と
し
て
、
獲
れ
た
鮎
は

全
部
乾
燥
さ
せ
た
後
、
樽
に
塩
漬
け
さ
せ
て
か

ら
そ
の
鮎
を
人
吉
の
城
下
ま
で
運
ば
せ
よ
っ
た

げ
な
。
始
め
の
頃
は
、
鮎
だ
け
を
納
め
さ
せ
よ
っ

た
け
ん
ど
、
終し

ま

い
に
ゃ
あ
、
鮎
の
漬
け
汁
※
③

ま
で
樽
ご
と
取
り
上
ぐ
る
ご
と
な
っ
た
ち
ゅ
う
。

村
の
者
は
皆
「
鮎
の
漬
け
汁
ま
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
な
ら
、
山
で
食
う
飯め

し

の
せ
ぇ
※
④
も
ね
え

が
」
ち
ゅ
う
て
口
々
に
言
う
て
、
そ
の
上
、
鮎

を
漬
け
込
む
時
に
使
う
塩
は
、
椎
葉
じ
ゃ
あ
な

か
な
か
手
に
入
ら
ん
大
事
な
も
ん
じ
ゃ
っ
た
か

ら
、
す
っ
た
り
だ
れ
ち
ょ
っ
た
※
⑤
げ
な
。

　

そ
ん
げ
ぇ
し
て
村
の
者
の
不
満
や
貧
乏
し
よ

る
と
を
見
て
「
ど
ん
げ
ぇ
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と

思
う
た
と
が
、
そ
ん
時
、
岩い

わ

井い

戸ど

（
現
在
の
旧

岩
屋
戸
）
に
住
ん
じ
ょ
っ
て
村
の
小
役
人
※
⑥

椎
葉
の
民
話

112

「
那
須
孫ま

ご

兵び
ょ
う

衛え

の
話
」

語
り
手　

甲
斐　

直す
な
お 

さ
ん

松
尾
（
旧
岩
屋
戸
）

昭
和
３
年
３
月
16
日
生
ま
れ

▲今も残る那須孫兵衛の墓
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　　☎０９８２−５２−２８０５
　富島高等学校（管理校）
　　☎０９８２−５２−２１５８

ルールを守って楽しい釣りを！
ヤマメ釣り解禁
＝ ３月１日から ＝

　村内でヤマメ釣りが解禁となりま
す。村漁協では「きれいな河川で、
楽しい魚釣り」を目指しています。
みなさんもルールとマナーを守り、
椎葉での釣りを大いに楽しんでくだ
さい。
■遊漁期間
　３月１日〜９月30日
■遊漁料金（耳川･一ツ瀬川水系）
　【年券】３,０００円
　【日券】１,０００円
■遊漁に際し守るべきこと
　１．遊漁証（腕章）の購入
　２．遊漁証の携帯
　３．監視員への遊漁証提示
　４．ゴミの持ち帰り

※遊漁証のお求めは、村内の遊漁
指定販売店まで

■問い合わせ先
　椎葉村漁業協同組合事務局
　（役場 農林振興課内）
　　☎０９８２−６７−３２０６

映画化決定！！
小説「しゃぼん玉」

　椎葉村を舞台にした小説「しゃぼ
ん玉」（原作：乃南アサ）の映画化
が決定しました。撮影は本年３月〜
５月に村内で行われる予定で、現在
映画スタッフ２名が、撮影場所とな
る村内の家屋などを調査していま
す。
　村民の皆さまには大変ご迷惑をお
かけいたしますが、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

※映画の公開期日は未定です。
■問い合わせ先
　役場 総務課 商工観光係
　　☎０９８２−６７−３２０３
　椎葉村観光協会
　　☎０９８２−６７−３１３９

「しいたけ サポーター」
ボランティア募集！

　椎葉村椎茸部会では、労働力の必
要な繁

は ん

忙
ぼ う

期
き

（主に２〜４月）に駒
こ ま

打
う

ちやしいたけ採取などの作業を手
伝っていただくボランティア「しい
たけサポーター」を募集しています。
⑴特別な技術を必要としない軽作業

です。
⑵年齢・性別は問いません。作業体

験でも結構です。
⑶報酬や交通費等は支払われません

が、当日の食事等については準備
します。

⑷「しいたけサポーター」としての
登録が必要です。

※作業は日帰りから複数日（２〜３
日）程度。複数日での宿泊は、基
本的に生産者宅での民泊。ただし、
民宿等への宿泊も可能で、その際
は生産者が宿泊代の一部を負担。
昼食等は生産者が準備。

■問い合わせ・申し込み先
　〒883-1601　宮崎県東臼杵郡
　椎葉村大字下福良1747番地20
　　　椎葉村役場 農林振興課
　　☎０９８２−６７−３２０６
　　０９８２−６７−２８２５

E-mail：shbwebm@vill.shiiba.
miyazaki.jp
ホームページ：http://www.vill.
shiiba.miyazaki.jp/

乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

入札会の結果
　平成21年度 第１回 乾椎茸入札会
の結果をお知らせします。
■期日　１月23日
■場所　経済連椎茸流通センター
　　　　（日向市）

【出品箱数】　181箱（＋30）
　　　※全体 851箱（+27）

【平均価格】　3,571円（−374）
　　　※全体 3,664円（＋562）

【高　　値】　5,630円
　（品柄：香

こ う

菇
こ

 並 中葉）
　　　※全体 6,290円（スライス）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

子牛セリ市の結果
　１月期セリ市の結果をお知らせし
ます。
■期日　１月９日〜 10日
■場所　延岡家畜市場（延岡市）

【出場頭数】
種　別 椎葉村 東臼杵郡

雌 48頭 405頭
去勢 46頭 410頭
合計 94頭 815頭

【平均価格】
種　別 椎葉村 東臼杵郡全体

雌 320,840円 351,902円
去勢 426,231円 400,300円
合計 372,414円 376,250円

※今回の椎葉村最高価格は
　雌747,600円
　　血統：忠富士−安平−紋次郎

　（畑鳥の巣･那須猛さん）
　去勢571,200円
　　血統：忠富士−安平−隆桜

　（栗の尾･中竹数夫さん）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 畜産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

　みなさんからの情報を
お待ちしています。ご意見、ご感想
もお寄せください。
〒883-1601　宮崎県東臼杵郡
椎葉村大字下福良1747番地20
椎葉村役場 総務課「広報しいば」係
　☎０９８２−６７−３２０３
　０９８２−６７−２８２５

「みんなの声」を

聞かせてください！



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●１月１日現在
　男　　1,601人（＋2）
　女　　1,627人（−1）
　計　　3,228人（＋1）
世帯数　1,264戸（−2）
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守っていますか？
最低賃金（宮崎県）

　宮崎県の最低賃金が改正されまし
た。改正された金額及び発行日は次
のとおりです。

業　　種
改正後の
時間額

発行日

宮崎県最低賃金 ※ 627円 H20/10/26

産
業
別
最
低
賃
金

肉製品、乳製品
製造業

654円 H20/12/31

電気機械器具
等製造業

684円 H20/12/31

各種商品
小売業

667円 H20/12/31

自動車（新車）
小売業

696円 H20/12/31

※宮崎県最低賃金は、業種等に関係
なく、また、パートタイマー、アル
バイト等を含む全ての労働者に適用
されます。
■問い合わせ先
　宮崎労働局 賃金室
　　☎０９８５−３８−８８３６

県立高等学校 生徒寮
入寮生募集（日向地区）

　平成21年度、県立高等学校「日向
地区生徒寮」の入寮生を募集します。
■募集人員　男子25人・女子15人
■入寮対象高校（県立高校）
　富島高等学校・日向高等学校
　日向工業高等学校・門川高等学校
■入寮資格

①県立高等学校へ入学生及び在
校生

②自宅からの通学が不可能な生徒
③自己管理能力、協調性及び忍耐

力等を有し、健全な寮生活が送
られる生徒

■出願手続
　入寮願いに必要事項を記入の上、
中学校へ提出（高校生は在学する学
校へ提出）
■寮　費
　現行月額29,100円
（１日３回の食事を提供。ただし、
月１回閉寮日あり）

■問い合わせ先
　日向地区生徒寮

税の納期（２月分）
　納期限内に納めましょう。
　【固定資産税】（４期）
　【国民健康保険税】（９期）
■納　期　限　３月２日
■口座振替日　２月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　 ２月10日（火）
　　　　 ３月10日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　２月17日（火）
　　　　３月16日（月）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

弁護士による無料法律相談
　第３回 弁護士無料法律相談を行
います。相談がある方は、ぜひご利
用ください。
■期日　２月17日（火）
■時間　11：00 〜 14：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

国籍取得の要件が
変わりました！

　国籍法が改正され、１月１日か
ら、日本国民の父から認知されてい
れば、父母が結婚していなくても届
出によって日本の国籍を取得できる
ようになりました。
　父母が結婚していないため、改正
前には国籍を取得できなかった方
も、平成23年12月31日までに届け出
れば日本国籍を取得できます。詳し
くはお問い合わせください。
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局 総務課（宮崎）
　　☎０９８５−２２−５１２４
　宮崎地方法務局 延岡支局
　　☎０９８２−３３−２１７９
　宮崎地方法務局 日向支局
　　☎０９８２−５２−２９４４

※日向支局は３月19日（木）ま
で。以後は延岡支局へ統合さ
れます。
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カメラ さんぽ

　鹿野遊小学校が４月から取り組んできた「人権の花」運動。諸
塚小学校から花の種を受けつぎ、立派な花を咲かせました。そして、
また次へとつないでいきます。子どもたちが互いに協力し合いな
がら花を栽培することによって、情操をより豊かにし、命の大切
さや相手への思いやりなど、基本的人権の尊重を身につけてもら
うことを目的としたこの運動。みなさんの中に根付いたやさしさ
の心は、これからもきっと、たくさんの花を咲かせるでしょう。

みんなで花を育てました
笑顔の花が咲きました

▶
水
や
り
や
草
む
し
り
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
お
世
話
を
し
ま
し
た

　
（
７
月
14
日
）

▲感謝状贈呈式では、
子どもたち手作りの
押し花入り「しおり」
がプレゼントされま
した（12月16日）

　向山児童館の子どもたち22人がイチゴ狩りをしま
した。場所は標高1000ｍを超えるビニールハウスで、
イチゴは椎葉康裕さん祐作さん親子（向山日添）か
らのクリスマスプレゼント。容器いっぱい持ち帰り、
さっそく児童館でおやつタイム。チョコレートフォ
ンデュにして食べて、子どもたちは大喜びでした。

（12月25日）

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
よ

　
　
　
「
イ
チ
ゴ
狩
り
」 ▶

村
長
か
ら
百
歳
の
お
祝
い
が
手
渡

さ
れ
、
お
礼
に
民
謡
「
ひ
え
つ
き

節
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

　
（
１
月
８
日
）

那須チョウさん 祝100歳！
　松尾の那須チョウさん（畑鳥
の巣）が１月11日で100歳にな
られました。1909年（明治42年）
生まれのチョウさんは、20歳で
結婚してから10人の子どもをも
うけ、孫が20人、ひ孫が31人、
玄
やしゃご

孫が１人います。現在は４世
代家族の５人暮らし。自分の身
の回りのことはもちろん、家事
の手伝いもする、とても元気な
おばあちゃんです。

▲村内で２番目のご長
寿。笑顔のすてきな
チョウさん
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春夏秋冬　まるごと椎葉

小正月飾り
「メージョウ」

小正月15日の前日をコドシと
呼び、柳の枝に餅を飾るメー
ジョウ（餅

もち

花
ばな

）が作られて、
豊作が祈願されます。

　
「
こ
の
辺
で
も
す
る
人
は
少
な
く
な
っ
た
」

と
那
須 

忠す
な
おさ
ん
。
垂
れ
る
稲
穂
の
よ
う
に
と

『
餅
』
を
、い
み
る
（
増
え
る
）
よ
う
に
と
『
芋
』

を
柳
の
枝
に
さ
し
、
木
を
削
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
作
り
物
と
一
緒
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
豊
作
を
願
い
、
な
ば
木
（
シ
イ
タ
ケ
原
木
）

や
柿
の
木
、
い
の
す
（
柚
子
）
の
木
に
も
飾
ら

れ
ま
す
。（
１
月
14
日
・
十
根
川
）

「モグラ打ち」

　カズラや棒で地面をたたき、元気に歌う子どもたち。
１月15日は小正月。その前日の伝統行事。雪降る寒空、
各家回り、モグラを追い出し豊作祈願。お礼にもらっ
たお餅やお菓子で、リュックの中はいっぱいです。

（１月14日・川の口）

♪ 年
とし

のはじめの十
じゅう

四
よっ

日
か

　菜
せぇ

園
えん

畑
ばたけ

のモグラ打ち
　　今日から福の神が舞

ま

い込
こ

んだ〜　舞
ま

い込
こ

んだ〜 ♪

▲尾向（向山日当）の「ひあて
ばし」。お地蔵様に「メージョ
ウ」が供えらていました

　（１月20日）
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

椎
葉 

凜り
ん

太た

郎ろ
う 

く
ん

（
針
金
橋
団
地
）
真
丈
・
美
華 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

森
本 

モ
モ
エ 

様
（
78
歳
）

　
　
　
　

上
椎
葉
（
那
須
橋
尾
平
）

　

富
士
本 

継
男 

様
（
72
歳
）

　
　
　
　

鹿
野
遊
（
椎
原
）

　

椎
葉　

延
年　

様
（
79
歳
）

　
　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
３
）

　

椎
葉 

サ
ツ
子 

様
（
84
歳
）

　
　
　
　

尾
向
（
向
山
日
添
）

　

鹿
瀬　

イ
ワ　

様
（
103
歳
）

　
　
　
　

松
尾
（
春
岩
尾
・
新
石
原
）

　

右
田　

唯
幸　

様
（
51
歳
）

　
　
　
　

大
河
内
（
合
戦
原
）

　

中
瀬 

ケ
イ
子 

様
（
64
歳
）

　
　
　
　

小
崎
（
狩
底
）

　

花
田 

サ
ダ
子 

様
（
90
歳
）

　
　
　
　

松
尾
（
岩
屋
戸
中
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

鹿
瀬　

光
徳　

様
（
春
岩
尾
・
新
石
原
）

　
　
　
（
故 

鹿
瀬　

イ
ワ 

様
）

　

右
田　

房
雄　

様
（
合
戦
原
）

　
　
　
（
故 

右
田　

唯
幸 

様
）

　

富
士
本
サ
チ
子
様
（
椎　

原
）

　
　
　
（
故 

富
士
本
継
男 

様
）

　

椎
葉 

サ
ヨ
子 

様
（
上
椎
葉
下
３
）

　
　
　
（
故 

椎
葉　

延
年 

様
）

　

森
本　

文
夫　

様
（
那
須
橋
尾
平
）

　
　
　
（
故 

森
本
モ
モ
エ 

様
）

　

中
瀬 

ケ
サ
エ 
様
（
山
中
団
地
）

　
　
　
（
故 

中
瀬　

敏
行 

様
）

　

那
須　

正
喜　

様
（
中　

尾
）

　
　
　
（
故 
那
須
大
八
郎 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
12
月
届
出
分
）

上
旬　

村
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　

消
防
団
防
火
査
察（
村
内
各
地
）

１
日　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
（
〜
７
日
）

　
　
　

ヤ
マ
メ
釣
り
解
禁（
〜
９
月
30
日
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
　
　

平
成
21
年
税
申
告
相
談

　
　
　
　
（
〜
３
月
９
日
・
村
内
各
地
区
）

３
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

県
立
高
校
入
試
（
〜
４
日
）

８
日　

平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り

　
　
　
　

植
樹
祭
（
上
椎
葉
）

10
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

※
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　

子
牛
セ
リ
市（
〜
11
日
・
延
岡
市
）

中
旬　

３
月
定
例
議
会

12
日　

２
歳
、
２
歳
６
ヶ
月
歯
科
健
診

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
会

14
日　

ス
ポ
少
お
別
れ
大
会

15
日　

家
庭
の
日  

※
毎
月
第
３
日
曜
日

16
日　

中
学
校 

卒
業
式

　
　
　

心
配
ご
と
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

※
毎
月
第
３
月
曜
日

24
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

　
　
　

児
童
館
・
保
育
所 

卒
園
式

25
日　

小
学
校 

卒
業
式

26
日　

小
・
中
学
校 

修
了
式

３
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより不土野小学校

不土野小 教諭

武
たけ

本
もと

 みどり さん

　

こ
の
時
期
に
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い

本
で
す
。
節
分
の
日
に
、
気
の
い
い
お

に
た
が
、
女
の
子
の
た
め
に 
ご
ち
そ

う
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
で
す
が･･･

『
お
に
た
の
ぼ
う
し
』　
　
（
ポ
プ
ラ
社
）

文 

／ 

あ
ま
ん 

き
み
こ

絵 
／ 

い
わ
さ
き 

ち
ひ
ろ

不土野小 ６年

那須 美
み

由
ゆ

紀
き

 さん

　

現
実
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
で
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
夢
中
に
な
っ
て
読

み
ま
し
た
。

『
ラ
イ
オ
ン 

サ
フ
ァ
リ
の
怪
事
件
』

―

時
を
飛
ぶ
Ｕ
Ｆ
Ｏ―

（
金
の
星
社
）

作 

／ 

高
橋 

克
雄 　

絵 

／ 

岡
本 

順

　

コ
ン
ト
赤
信
号
と
し
て
歩
ん
だ
時

代
を
描
く「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
編
」

と
、
芸
人
そ
れ
ぞ
れ
の
笑
い
を
解
説

す
る
「
評
論
編
」
の
２
部
構
成
。
お

笑
い
の
神
髄
を
描
い
て
い
ま
す
。

『
笑
い
の
現
場
』

　

ひ
ょ
う
き
ん
族
前
夜
か
ら

　

Ｍ―

１
ま
で　
　
　
　
（
角
川
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

著 

／ 

ラ
サ
ー
ル
石
井

20

　

ラ
ス
チ
ョ
は
犬
。
し
か
も
、
と
っ

て
も
す
ご
い
犬
！ 
料
理
が
で
き
る

し
、
歌
も
歌
え
る
、
機
械
も
い
じ
れ

る
し
、
車
だ
っ
て
運
転
し
ち
ゃ
う
。

こ
ん
な
犬
が
い
た
ら
い
い
な
。

作 

／ 

降
矢
な
な

絵 

／ 

ア
ン
ヴ
ィ
ル
奈
宝
子

『わたしのラスチョ』
（福音館書店）
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▼
広
報
紙
の
発
行
日
は
毎
月
５
日
で
す
。
た
だ

し
、
新
年
号
は
元
日
ま
で
に
は
配
布
で
き
る
よ

う
に
12
月
24
日
が
発
行
日
。
そ
の
た
め
、
12
月

に
は
２
回
広
報
紙
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

結
構
大
変
。
で
も
、
そ
の
お
陰
で
年
末
は
締
切

に
追
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
年
末
年
始
は

と
に
か
く
良
く
食
べ
ま
し
た
。
毎
食
お
腹
い
っ

ぱ
い
。
ゆ
っ
く
り
で
き
た
お
陰
？
で
、
体
重
は

過
去
最
高
に
迫
る
勢
い
で
す
。
か
な
り
や
ば
い

で
す
▼
気
が
つ
け
ば
、
締
切
間
近
の
月
末
。
ま

た
編
集
作
業
に
追
わ
れ
る
日
々
。
や
っ
ぱ
り
大

変
で
す
。（
い
つ
も
の
ぼ
や
き
）
で
も
、
出
来
上

が
っ
た
時
の
達
成
感
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

苦
手
な
文
章
も
、
下
手
な
り
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
広
報
担
当
に
な
っ
た
お
陰
で
す
。
み
な
さ

ん
の
写
真
を
撮
る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
お
陰
で
す
▼

た
く
さ
ん
の
『
お
陰
』
様
で
、
出
来
上
が
っ
た

広
報
紙
が『
日
の
目
』を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

感
謝
、
感
謝
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

　

少
し
で
も
多

く
の
方
に
出
席

し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
成

人
式
は
毎
年
１

月
４
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
該
当
者

44
人
に
対
し
、

42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

椎
葉
中
学
校
の
卒
業
生
に
は
、
５
年
前

に
か
い
た
ハ
ガ
キ
が
元
旦
に
届
い
て
い

ま
す
。
当
時
の
先
生
が
預
か
っ
て
い
た

物
で
す
。
ま
た
、成
人
式
の
終
了
後
に
は
、

５
年
前
に
事
故
で
亡
く
な
っ
た
同
級
生

の
お
墓
参
り
に
も
行
き
ま
し
た
。
５
年

の
月
日
。
迎
え
た
成
人
式
。
成
長
し
た

仲
間
た
ち
。
変
わ
ら
ぬ
思
い
。
笑
顔
の

中
に
、
椎
葉
で
生
ま
れ
育
ち
、
全
国
へ

と
羽
ば
た
い
て
行
っ
た
若
人
た
ち
の
、

熱
い
友
情
と
固
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

『
椎
葉
村
成
人
式
』

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

初
電
話
退
院
の
声
聞
き
た
く
て　

	

小
丸
川
河
童

［
評
］
退
院
し
た
と
聞
い
て
、
早
速
、
今
年
始
め
て
の
電
話
を
か
け
た
。
回
復
し
た

彼
の
声
を
聞
い
て
元
気
の
気
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
以
前
よ
り
増
し
て
快
活
な
声
だ
っ
た
。
明
る
い
一
句
。

吊
し
柿
自
然
の
恵
み
に
あ
る
甘
み　

	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
あ
れ
は
皮
を
む
い
て
干
し
て
お
け
ば
、太
陽
と
風
が
甘
味
を
つ
け
て
く
れ
る
。

素
直
に
詠
ま
れ
て
、
自
然
に
対
す
る
感
謝
の
念
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

年
の
瀬
の
風
お
だ
や
か
に
通
り
行
く　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
歳
末
は
慌
た
だ
し
く
て
忙
し
い
の
が
当
た
り
前
、
作
者
は
人
が
せ
わ
せ
わ
通

り
過
ぎ
る
中
に
風
を
見
た
の
だ
。
風
、
和
枝
さ
ん
の
詩
眼
で
。

《
入
選
》

移
築
な
り
し
里
の
神
社
に
初
詣

黒
木
八
重
子

長
々
と
話
す
く
せ
あ
る
初
電
話

小
八
重
知
津
子

風
邪
の
娘
の
診
療
を
待
つ
ほ
つ
れ
髪

中
瀬　
　

汀

減

額

の

年

玉

妻

に

包

み

け

り

那
須　
　

正

富
士
山
の
裾
野
に
牛
が
い
る
賀
状

戸
辺　

好
郎

戦
友
の
賀
状
だ
ん
だ
ん
減
り
に
け
り

椎
葉
シ
ヅ
子

山
茶
花
は
色
鮮
や
か
に
朝
を
待
つ

椎
葉　
　

満

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

北
郷
区
の
宇
納
間
地
蔵
尊
は
、
１
５
０

年
程
前
に
江
戸
に
大
火
事
が
発
生
し
た
と

き
、
当
時
の
延
岡
藩
主
の
誓
願
に
応
え
て

「
水
を
注
ぐ
こ
と
驟し

ゅ
う

雨う

の
ご
と
く
」
そ
れ

を
鎮
火
さ
せ
た
こ
と
か
ら「
火
伏
せ
地
蔵
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
火
に
ま
つ
わ
る
全

て
の
災
事
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

美
郷
町
の
家
庭
の
台
所
な
ど
に
は
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
宇
納
間
地
蔵
の
御
札
が

貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
祭
の
期
間
中
は
地
場
産
品
の
展
示

即
売
会
な
ど
催
し
物
が
盛
り
沢
山
で
、県
内

外
か
ら
約
２
万
人
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

■
期
日　

２
月
17
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所　

美
郷
町
北
郷
区
宇
納
間「
全
長
寺
」

　
　
　
　

☎
０
９
８
２―

６
２―

５
０
１
８

「
宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭
」

美
郷
町
（
北
郷
区
）

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
へ
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　美郷町観光協会 北郷支部
　（北郷商工会内）
　☎０９８２−６２−５８９５
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　マンサク科イスノキ属の常緑高木で樹高20ｍ、直
径１ｍ程になります。本村では標高700ｍ以下の常
緑樹林内に良く出現します。隣村の美郷町南郷の樫
葉国有林には直径が２ｍ程で樹齢700年ともいわれ
る巨樹があり、一見の価値があります。別名ひょん
の木ともいわれ、これは芽にできる堅く大きな虫こ
ぶ（虫

ちゅうえい

癭）の穴に息を吹き込むとひゅーひゅー鳴る
音から来ています。葉は堅く長さ３〜５㎝の楕円形
で互生します。雌雄同株で赤い小さな雄花と雌花が
５月頃咲き、花後に径１㎝程の蒴果が実り、熟すと
裂開し黒い種子をのぞかせます。関東以西の温暖な

地に産し、沖縄・
台湾のほか、中国
と朝鮮半島南部に
も分布します。国
産材の中では最も
比重が高い樹種の
一つになり、淡紅
色で堅い材は木剣
や櫛、細工物など
に使われます。変
わったところでは
樹皮や葉は焼いて
灰を作り有田焼の
染め付けうわ薬に
用います。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

イスノキ
76

フェイス！
Face 
in February

20
歳
・
大
河
内
（
合
戦
原
）

職　

業
：
林　

業

趣　

味
：
車

　こんにちは！ 椎葉に帰ってきて１年がたちました。
今年の成人式に出席し、まだ実感があまりありませんが、
責任感を持ってしっかりと仕事を頑張っていきます。見
かけたら気軽に声をかけてください。

阪さ
か

本も
と 

健け
ん

太た 

さ
ん

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

敬
礼
に
合
わ
せ

力
強
く

演
奏
し
ま
す
！

ラッパ隊

未来にはばたけ！

椎葉 　希
のぞむ

 くん
尾向（向山日当中）

平成19年２月10日生まれ

おとうさん：友和 さん
おかあさん：美幸 さん

何でも良く食べ、たくましい 
のぞむくん。おにいちゃん、妹
と仲良くのびのび育ってね。

椎葉 　蘭
らん

 ちゃん
上椎葉（佐礼住宅）

平成19年２月15日生まれ

おとうさん：勝利 さん
おかあさん：里恵子 さん

おじいちゃんが大好きで、毎日
楽しく遊んでいます。元気にす
くすく育ってね。

13

「♪パーパ ラッパッパー！！」出初式などの式
典で高らかにラッパを吹

す い

鳴
め い

させる、ラッパ隊の
精鋭13人。時には結婚披露宴にも登場！ 敬意
を表し、団員の士気を高めます。 ラッパ隊長

椎葉 文
ふ み

明
あ き

 さん

椎葉村
　消防団


